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■第２章 中心市街地活性化の課題と方向性 
 

１．中心市街地の課題 

（１）市街地の課題 

前回計画策定時(平成 12 年)に整理した市街地の課題について、これまでの変化

を整理しました。  
 
    【要素】       【前回計画の課題認識】     【これまでの変化】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一部で民間によ

るマンション等の

建設が行われてい

るが、全体としては

同様の課題が残さ

れている。  

少 子 高 齢 社 会 に 向

け た 定 住 人 口 の 回

復への対応  

・ 少子高齢社会、さらに人口減少

時代に対応した市街地整備の

あり方 

・ 人口回復に向けた定住化や交

流人口等を含めた住環境整備

のあり方 

・ 安全性や利便性に配慮した暮

らしやすい環境の整備を図る 

・ 全ての人が等しく普通の生活

ができる社会(ノーマライゼー

ション)への対応 

周辺では、市によ

る歴史資源の取得

や一部で蔵の活用

などが行われてい

るが、まだ小さな活

動であり、同様の課

題は残されている。

歴史・文化資源の活

用  
・ 中山道にみる歴史、観光資源等

の活用や、ソフト施策による中

心市街地の魅力づくりとして

の形成を図る 

・ 本庄まつりや祇園まつりにみ

るイベント等の活用や各種資

源の発掘 

・音楽、絵画等にみる文化面のソ
フト・ハードによる整備  

環境問題以外に、

市民活動や生涯学

習の重要性が増し

てきている。  
民間による高度

情報社会における

インフラ整備や一

部で歩道の整備が

行われているが、依

然として多くの課

題が残されている。

多 面 的 な ま ち づ く

りへの対応  
・ 環境問題による、資源リサイク

ル等の推進や少子高齢社会へ

の対応 

・ 高度情報社会におけるインフ

ラの整備と共に少子高齢社会

にみる医療面や各種サービス

の提供などソフト・ハードにわ

たる整備 

・ 安全面や快適性に配慮した歩

行空間やオープンスペースの

整備 

・ 木造密集住宅地にみる環境整

備 
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    【要素】       【前回計画の課題認識】     【これまでの変化】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

虫食い的な駐車

場用地の増加によ

り景観的には劣化

している。  
駅前通りの整備

は完了しているが、

その他の通りは未

整備である。  
また、新しい交通

システムの検討が

進められている。  

中 心 市 街 地 の 活 性

化 を 支 え る 交 通 環

境の整備  

・ モータリゼーションに配慮し

た、アクセスと景観的な視点の

必要性 

・ 少子高齢化に向けたバリアフ

リ一環境の創出 

・ 商店街と一体となった安全で

安心して買い物ができる歩行

空間の整備 

ＴＭＯ※の設立に

は至らなかったが、

近年、まちづくりに

関連する市民活動

団体が組織される

など、新たな動きが

始まっている。  

住 民 が 主 体 と な っ

て 活 動 を 支 え て い

く 自 立 性 の あ る 組

織づくり  

・ 中心市街地の活性化に向けた

自立性のある組織づくり 

・ 組織を牽引するリーダーの必

要性 

・ 商店街が自立するための組織

化 
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（２）商業の課題 

 

    【要素】       【前回計画の課題認識】     【これまでの変化】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

公共施設、観光等

情報発信施設とし

ての市民プラザ跡

地複合施設※の整備

は進んでいるが、そ

の他については、具

体的な方策は進ん

でいない。  

本庄市の商業  ・ 公共施設、観光施設、アミュー

ズメント施設等の複合整備 

・ 商業力の強化による相対的地

位の確保 

・ 本庄駅の北口地区、新都心地区

を含むロードサイド等の商業

のすみ分けと連携の必要性 

こ の地域の商店

像は、店舗の集約

化、多機能化から、

魅力的な個店を増

やすことに変化し

ている。  
また、商業環境の

整備を文教や福祉

などの都市機能の

一部とする捉え方

が始まっている。  

本庄駅北口  

周辺の商業  
・ 店舗の集約化、多機能化など、

新たな商店像の必要性 

・ 主要施設間の回遊性の向上を

図る 

・ 既存駐車場の有効利用 

・ 空き店舗の有効活用 

・ 情報化に向けた店舗間のネッ

トワークの必要性 

・ インターネットによる個店情

報等の検討 

空 き店舗対策と

して、補助金制度が

制定されたが、積極

的な新規開業には

つながっていない。

それ以外は同様

の課題が残されて

いる。  

個店関連  ・ 陳腐化、老朽化店舗の機能、施

設のリニューアルの必要 

・ 個性型、新業態型店舗の対策 

・ 廃業、空き店舗対策 

・ 商業経営意欲の向上対策 

・ 高齢化社会、ノーマライゼーシ

ョンへの対応 

観 光回遊ルート

としての七福神め

ぐりが整備された

が、今後の活用に課

題が残されている。

また、名物郷土料

理としての『つみっ

こ※』が認知され始

めている。  
それ以外は同様

の課題が残されて

いる。  

 

観光  ・ 本庄駅周辺の歴史、文化施設の

整備、活用 

・ みこし、山車等の観光資源の活

用 

・ 中山道に関する資源の活用 

・ 観光関連の店舗、施設等の集積

整備 

・ 観光回遊ルートの整備と景観

形成 

・ 観光関連イベントの充実 

・ 物産品等の開発 

・ 観光案内サイン等の整備 
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２．新たな視点からの課題 

（１）  まちづくりを支える住民の変化 

  

①団塊の世代の定年退職 

 

昭和 21 年から昭和 24 年頃の第一次ベビーブームに生まれたいわゆる団塊の世代

が、60 歳から 65 歳までの定年退職期を迎えています。 

企業戦士として働いてきたこれらのシニア世代が、地域で過ごす時間が増えるこ

とで、企業で様々なスキルを身につけたこれらの世代が地域活動にどのようにかか

わっていくのかは、大きな関心事となっています。  
 
 ②価値観の変化 

  

これらの団塊の世代を境に、世相を反映して価値観が大きく変化してきたといわ

れています。 

本市の人口構成のもう一つのピークを示す 35 歳から 40 歳までの世代は、昭和 50

年代から始まるロストプロセス※といわれる世代です。 

豊かさの面では成熟を極めた社会環境の中で生まれたこの世代は、物質的な欠乏

感はほとんど持っていないと言われています。 

また、価値観の点では「公」よりも「私」を重視し、社会の常識より自分の感覚

を基準として行動する傾向を示し、いわゆる「いい大学、いい会社」＝「いい人生」

という従来の価値観はなくなってきています。 

その一方で、生活の中心は、友人とのコミュニケーションであり、携帯やメール

などの普及とあいまって、「友達とのつながり」を重視する傾向が強まっています。 

さらに、東日本大震災は、私達の価値観に変化を与えました。  
右図にみられるように、家族や

友人との連帯や、日常生活での社

会貢献などを意識する人が増えて

います。  
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（２）まちづくりの視点の変化 

 

①市民活動や生涯学習の活性化 

 

近年、まちづくりの大切な要素として、「コミュニティ形成」、「文化の醸成」な

どが見直されるようになってきました。  
週末には自動車で気軽に地域外に出掛けられるようになった今、居住者が増えて

も、地域の活性化につながっていない事例は少なくありません。  
地域の中で、地域にかかわる活動（行動）や自分の趣味や志向を広げるための活

動（行動）をする人が増えてこそ、地域の活性化に結びつくものと考えます。  
事業活動や生活行動だけではなく、いわゆる市民活動や生涯学習などの活動（行

動）が、地域内で広く行われることがまちの活性化につながっていくと期待されま

す。  
 
 ②テーマコミュニティ 

  

 特定の地域問題の解決や前進に向け一定の分野に特化した活動を行ったり、趣味

や志向など特定のテーマに関する情報交流や普及活動等を行ったりする「テーマコ

ミュニティ」という考え方が広く認められるようになりました。  
 自治会などの既存の地域（地縁）のコミュニティ活動には参加せず、自分の関心

の高いテーマについて、同様の趣味や志向を持った人たちと集まり、活動を展開す

る人が増え、ＮＰＯ法人の取得などに至っていることもしばしば見られます。  
 近年では、市民が活動（行動）するコミュニティとして、  

第１のコミュニティ＝家庭や地域  
第２のコミュニティ＝職場や学校  

   第３のコミュニティ＝テーマコミュニティ  
といわれるようになり、テーマコミュニティも、まちの重要な構成要素として、考

慮していくことが必要になっていると言えます。  

 

（３）まちづくりを支える多様な力 

 

まちづくりを支える住民や視点が変化している中で、市民・地域主体の活動と行

政との協働による本庄の魅力を高める総合力＝『市民力』が、まちづくりの視点

として重要な位置を占めるようになってきたと言えます。  
この他、防災や持続可能なまちづくりなど、従来からあげられてきた視点につい

ても、東日本大震災や各地で発生する深刻な災害などを受け、その重要性が増して

いると言えます。  
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（４）「市民力」に関する課題の整理 

まちづくりの新しい視点として、「市民力」に注視し、市民力にかかわる課題の

整理を行いました。  

【強み】  
・ 市民プラザ跡地複合施設の整備  
・ マンション建設による住民の増加  
・ 市内には多くの高校があり、駅を乗降

する若者（学生）が多い。  
・ 多彩なまちづくり活動を始めている

市民がいる。  

・ 歴史ある蔵などが残されている。  

【弱み】  
・ 新たな活用が進まず、閉まっている

商店が増えた。  
・ 建物の老朽化がさらに進んでいる。

・ 子育て支援施設や高齢者の交流支援

施設、活動の場などが少ない。  
・ まちづくりに参加する市民がまだ少

ない。  

【活性化に有効な外部要因】  
・ 団塊の世代の定年退職  
・ 富岡製糸工場跡と絹産業遺産群の世

界遺産登録活動  
・ 地域活動や市民活動に関心を持つ人

の増加  

・ 社会貢献、地域貢献に関心を持つ人の
増加  

【活性化に影響する外部要因】  
・ 本庄早稲田駅周辺に新しいまちづく

りが進む。  

・ 高齢化率の上昇  
・ 放置された空き家・空き地の問題  

 
 

 強み  弱み  

活
性
化
に
有
効
な
外
部
要
因 

【外部要因を活かして強みを伸ばす】

・ 団塊の世代や学生の力をまちづ

くりに活かしていく。  

・ 市民プラザ跡地複合施設を核拠
点として市民活動を発展させる。

【外部要因を活かして弱みを克服】 

・ 様々な市民活動の拠点として空き店

舗や蔵を活用していく。  

・ 子育て支援や高齢者のサロン活動な
どに空き店舗の活用などを図る。  

活
性
化
に

影
響
す
る
外
部
要
因 

【強みを活かして外部要因に負けない】

・ 市民のまちづくりの取り組みを、

地域活性化と連携させる。  

【外部要因により弱みが広がらないように】

・ 本庄早稲田駅周辺地域にない魅力に

着目し、オリジナリティのあるまちづ

くりを進める。  

 
 
   ■「市民力」の視点からみた課題  
 
 
 
 
 

○多様な市民活動とまちづくりを連携させていく。  
○まちづくりを牽引する人材の育成を図る。  
○まちづくりに参加する市民を増やす。  
○市民プラザ跡地複合施設や街道、蔵などの歴史資源など、中心市街地の特色を

活かした市民活動の推進を図る。  
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３．中心市街地活性化の方向性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 “まちに関心を持つ人”を増やすことから始める 

 

本市においては、前回計画に基づき、定住促進に向けた居住環境の整備や、地域

に根ざした魅力的な商業環境の整備に向けて取り組んできましたが、多くの課題は

残され活性化は達成されていません。  

その課題のひとつにＴＭＯが設立できなかったことに伴う牽引役の不在があり、

この課題を解決するために新たな視点である“市民力”を育てる必要があります。 

近年、まちづくりの先進地域では地域住民による“危機意識や課題の共有”“目

標への共感”が、まちづくりを進める大きな原動力になっています。  

本市においても、まちづくりに取り組む“市民・地域主体の活動”は徐々に活性

化してきており、まちづくりの新しい視点である“市民力”の向上を、中心市街地

活性化のための取り組みに加え、“市民・地域主体の活動”とまちづくりを連携さ

せていくことで、“まちに関心を持つ人”を増やし、居住環境と商業環境の整備へ

の気運を高め、推進していくことを、今回の計画改定の方向性とします。  

 

中心市街地 

の活性化 

 

市民力の向上 

 

商業環境 

の整備 

 

居住環境 

の整備 


